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麻黄を含む方剤を麻黄剤といいます。 

インフルエンザや風邪に使われる方剤は、（27）麻
ま

黄湯
お う と う

、（1）葛根湯、

（19）小青
し ょ う せ い

竜
りゅう

湯
と う

、（127）麻黄附
ま お う ぶ

子細
し さ い

辛
し ん

湯
と う

があります。 

麻黄は、マオウという常緑低木の茎からの抽出物です。 

鎮咳作用、抗炎症作用、発汗作用、鎮痛作用などがあります。 

その主成分はエフェドリンで、交感神経刺激作用を有し、西洋薬でも 

アレルギー性鼻炎や気管支喘息の薬として使われます。 

副作用として、交感神経刺激による、不眠・発汗過多・動悸・精神興奮・

尿閉などの可能性があり、特に高齢者で注意が必要です。したがって、

高齢者には麻黄の含有量が多い、麻黄湯や葛根湯、小青竜湯は慎重に

投与する必要があります。 
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〒500-8322 岐阜県岐阜市香取町 3-48  TEL：058-251-4452 
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